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DVとは配偶者や交際相手など親密な関係にある相手から/ふる

われる暴力です｡ DVの加害者はあなたをさまざまな形の暴力で

自分の思い通りにしようとします｡_

餌的な暴力
なぐる､げる､つねる

髪をつかみ引き回す

物を投げつける

竃を絞める

繕濡醜態襲頴
㊥生活費を渡さない

㊥お霊を取り上げる

⑪お金の使い道を細かく

チェックする

㊥仕事をさせない

憶蘭檎嚢菊
e性行為を強要する

⑯避妊に協力しない

e無理やりポルノなどを

見せる

e中絶を強要する

o

…鰭蘭闘態襲力
i ㊧見下した言動

㊧繰り返し否定したり,批判した

りする

○何を言っても無視する

轄器
i Oなぐるふりをしておどす

㊨外出を制限する

㊧実家の家族や友人に会わせない

㊧子どもの前で｢パカだ｣ ｢親の

資格がない｣などと非難する

㊧｢子どもに危害を加える｣と言っ

ておどす

㊨離婚するとおどす

㊨別れるなら死ぬと言う

㊨殺すと言う
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彼が暴力をふるうのは
'二二二　　　わたしのせいだ｡

男紛ら暴力を,ふるうのは､確n
しかたがない｡

子どもの幸せのためには

暴力もがまん｡

夫婦だから

暴力さえ目をつぶれば

うまくいく｡

相手がわたしを

束縛したがるのは

愛情の表現だと思う｡
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DVはがまんしていてもくり返されることがあります｡

こんなことはありませんか?

あ璃建膳

相享の暴力盲爆我をしたことがある 

相書にパカにされるので何をやつても白鷹がもてない 

相手を怒らせないようにいつも気をつかっている 

不眠､頭縞､動麿などのストレス症状がある､不安､抑うつ症獄 

妙義る 
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∴暴力を受けている 剃辻ﾅ��

∴いつもぴくぴくしている ���ｨ爾ﾙ�r��｣蹂7�����

三三二一)撃按生活への不適応 ��

∴ベットや弱いものをいじめる ま白焼行為をする �ｨ耳耳馗��

相手はいつも暴力をふるっているわけではありません｡

ささいなことで怒り出し手がつけられないほど暴力的になり

ますが､やさしいときもあります｡

暴力とコントロール

JOi三富

怒りを郷えきれずに

暴力をふるう

楠いのであやきる

ちょっとしたことで
不機嫌になる

○また､怒り出すのでは

ないかとハラハラする

○怒らせないように気をつかう

｢DVを受けている人は別れようと決心すれば､すぐ別れられ

るはずだ｣と周りの人は思いがちです｡

DVをひとりの力で解決するのは難しいことです｡

こんな暴力に悩んでいる人を見かけたら｢ひとりで悩まないで｣

と声をかけ､ DVの情報をあげましょう｡
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まわりにこんな人はいませんか? 

一言暴力をふるわれてあざができていることがある 

子機鎌を損なうと､ひどい嫌がらせをされる 

亨別れたいというと死ぬと害っておどされる 

二凛力の原因はお前にあると香って責められる 

予察を出でも遭いかけてきて連れ戻される 

e

ふつうに戻る
やさしくなる

_＼この人もいいところが

あると思う
ニー,=のままうまくやって
いけるのではないかと

__一一で 

～ 攣重欝等守って 乘hﾄ�､ｩJ馘ｹ��>Tbﾘｻ��

｢配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律｣ (DV

院止法)があります｡被害者のさまざまな問題に対応できます｡

相談したい｡

田　園

相手が
相手から逃れたい｡　近寄らないように

して懐しい｡

~｢≡露

雲霞
一二∴草案三重三

〇


